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研究の目的  

 殺ダニ剤の一つとして利用されているビフェナゼート（マイトコーネフロアブル等）は，

訪花昆虫や天敵への影響が少ない点などから多くの作物で使用されています。しかし，宮

城県内で発生しているハダニ個体群の中に，ビフェナゼートの効果が低下した薬剤抵抗性

個体群がみられるようになってきました。そこで，ビフェナゼートに対して効果が低下し

たハダニ個体群を識別する遺伝子診断技術を開発しました。 

研究成果  

これまでの検定方法では，薬剤に浸したり，薬剤を散布した虫を数日間飼育し，死亡虫

率を計測する方法が用いられてきましたが，今回開発した方法を利用すれば，虫を飼育す

ることなく，さらに従来の方法より迅速に（１日程度で）診断することができます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イチゴに寄生しているナミハダニ 

普及の見込  

実際の農業生産現場において，ビフェナゼートの効果が劣ってきたと感じる場合や，薬

剤ローテーションの検討を行う際に，要望に応じて遺伝子診断によるハダニ個体群の薬剤

抵抗性検定を行う。 
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制限酵素処理  
 
 

 

検    出  
 
 

約 1 時間 

約２時間 

約 1 時間 

各個体群 10～20頭程度を 1.5mL チューブに入れ，100μLの抽出バッファー（10mM Tris-HCl,100mM 

NaCl,1mM EDTA）と，20μL の Proteinase K を混合した溶液を加え，虫を磨砕する。磨砕したサ

ンプルを 37℃で 1 時間処理後，95℃で 5 分処理する。これを PCR 反応の鋳型に用いる。 

 
PCR 反応により，ミトコンドリアシトクロム b 遺伝子の一部を増幅する。 

PCR 反応には TaKaRa Ex Taq と専用プライマーを用いる。 

反応サイクルは 94℃２分，（94℃30 秒，50℃30 秒，72℃30 秒）×30 回，72℃5 分。 

 
増幅産物を制限酵素 SmlⅠで処理。 

それぞれの制限酵素に添付のバッファーを使用し，55℃で１時間以上処理する。 

７％アクリルアミドゲルで電気泳動し，エチジウムブロマイドで染色し，バンドパターンより判

定する。 
約 1 時間 

薬剤抵抗性ハダニの遺伝子診断法  
ビフェナゼート抵抗性ハダニの遺伝子診断  

バイオテクノロジー開発部 遺伝子工学チーム TEL:022-383-8131 

白矢印で示した個体群は， 

薬剤の効果が低下している個体群 

検 定 実 施 手 順 
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